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世界ジュニア選手権「銅メダル」を教育長に報告！
10月19日(金)の夕方，茨城県庁に教育長表敬訪問に行ってきました。本校５年次生

（高２）の佐藤友花選手が，ハンガリーのブダペストで開催された，アーティスティク
スイミング(ＡＳ)（以前のシンクロナイズドスイミング）の世界ジュニア選手権大会に
日本代表として出場し，銅メダルを３つ獲得したからです。佐藤選手は，２歳で水泳，
６歳でＡＳを始め，本校水泳部に所属しながらスポーツクラブに通い，本年２月の選考
会で日本代表に選ばれました。その後の，日本代表合宿でメキメキ成長してレギュラー
に選ばれ，チームテクニカル(８名)・チームフリー(８名)・フリーコンビネーション(10
名)に出場し，そのすべてで３位銅メダルを獲得しました。いずれも，１位はロシア，２
位はウクライナ，４位は中国でした。今年の世界ジュニア選手権の会場は，ハンガリー
の首都ブダペスト。佐藤選手は初めての海外遠征が「ドナウの真珠」ブダペストでした。
試合後に１日だけ観光があり，ドナウ川ナイトクルーズにも行ったそうです。
さて，今回は，佐藤友花選手，水泳部顧問の吉原博孝先生，ジョイフルアスレチック

クラブ土浦の濱川俊惠コーチと私の４人で県庁に行きました。柴原宏一県教育長さんを
訪問するとともに，教育委員会の保健体育課と高校教育課にも挨拶に行きました。私が
感心したのは，佐藤さんの挨拶と，教育長さんとの対話でした。打合せをした訳でもな
いのに，ちゃんと「来年の茨城国体でもいい成績が残せるようにがんばります！」とす
べての場所で話したのです。さすが，並木中等生だと思いました(^_^)！
今回のジュニア日本代表は，全国各地から選ばれた12名だったそうです。その中で，

佐藤選手は，ＡＬ授業等で培った「対話力・表現力・論理力・日本語の４技能」などを
発揮して，大きく成長したのだと思います。アースティスティクスイミング日本代表の
経験も，ＡＡＬ（アート・アクティブ・ラーニング）だった思います(*^_^*)。
この教育長表敬訪問の模様は，2018年10月20日付「茨城新聞」22面に掲載されま

した。茨城新聞社様より許可をいただいたので，下に紹介します。


